


税
源
移
譲
に
伴
い
、
税
率
な

ど
が
大
き
く
改
正
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
税
源
の
移
し
替
え
な

の
で
、
所
得
税
と
住
民
税
を
合

わ
せ
た
負
担
額
は
基
本
的
に
変

わ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
所
得
割
の
税
率
は
、

課
税
所
得
額
に
応
じ
た
３
段
階

の
税
率
か
ら
一
律
10
％
（
市
民

税
６
％
、
県
民
税
４
％
）
に
統

一
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
納
税
者
の
所
得
税
と

住
民
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担
が

変
わ
ら
な
い
よ
う
、
所
得
税
の

税
率
が
４
段
階
か
ら
６
段
階
に

細
分
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
景
気
回
復
の
た
め
の
定
率
減

税
措
置
が
な
く
な
る
こ
と
や
、

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
収
入
の
増

減
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
実
際

の
負
担
額
は
変
わ
り
ま
す
の
で
、

ご
留
意
く
だ
さ
い

所
得
税
は
１
年
間
の
所
得
に

対
し
て
そ
の
年
に
課
税
さ
れ
ま

す
が
、
住
民
税
は
前
年
の
所
得

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
の

住
民
税
は
平
成
18
年
分
を
基
準

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
給
与
所
得
者
・
年
金
受
給
者

の
場
合

給
与
・
年
金
か
ら
所
得
税
を

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
の
ほ

と
ん
ど
は
、
今
年
１
月
以
降
の

給
与
・
年
金
か
ら
所
得
税
が
減

り
、
６
月
か
ら
住
民
税
が
増
え

ま
す
。

■
事
業
所
得
者
等
の
場
合

今
年
度
の
住
民
税
が
増
え
た

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
平
成
20
年

「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
理
念
の
下
、
各
地

方
公
共
団
体
が
自
主
性
を
発
揮
し
、
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
た
め
に
国
で
は
三
位
一
体
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
所
得
税
（
国
税
）」
と
し
て
課
税
さ
れ
て
い
た

税
金
の
一
部
が
、
今
年
か
ら
「
住
民
税
（
県
民
税
、
市
民
税
）」
と

し
て
課
税
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
市
民
税
係
（
4
85
・
３
５
８
８
）、
ま
た
は
鳥

栖
税
務
署
（
4
82
・
２
１
８
６
）
へ
。

負
担
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

平
成
19
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
控
除
な
ど

所
得
税
と
住
民
税
の
増
減

平
成
20
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
控
除
な
ど

負
担
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

平
成
19
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
控
除
な
ど

所
得
税
と
住
民
税
の
増
減

平
成
20
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
控
除
な
ど



２
月
か
ら
の
所
得
税
の
確
定
申

告
時
（
予
定
納
税
の
場
合
は
平

成
19
年
７
月
、
11
月
お
よ
び
確

定
申
告
時
）
に
所
得
税
が
減
り

ま
す
。

■
調
整
控
除
が
設
け
ら
れ
ま
す

住
民
税
は
所
得
税
に
比
べ
、

扶
養
控
除
な
ど
の
人
的
控
除
額

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
同
じ
収
入
で
も
、
住
民

税
の
課
税
所
得
金
額
は
所
得
税

よ
り
多
く
な
る
た
め
、
今
回
の

税
率
の
変
更
で
納
税
者
の
負
担

が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
人
的
控
除
の
差

で
個
々
の
納
税
者
の
負
担
が
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

負
担
額
は
住
民
税
で
減
額
さ
れ

ま
す
。

■
年
度
間
の
所
得
の
変
動
に
係

る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す

平
成
19
年
の
所
得
が
大
き
く

下
が
り
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
平
成
18

年
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
す

る
平
成
19
年
度
分
の
住
民
税
だ

け
税
負
担
が
増
え
、
平
成
19
年

分
の
所
得
税
で
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
平
成
20
年
７
月
中

に
市
へ
申
請
す
る
こ
と
で
、
平

成
19
年
度
分
の
住
民
税
を
税
源

移
譲
前
の
住
民
税
額
ま
で
減
額

す
る
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

■
定
率
減
税
が
な
く
な
り
ま
す

平
成
17
年
度
ま
で
は
税
額
の

15
％
相
当
額
（
上
限
４
万
円
）、

平
成
18
年
度
は
税
額
の
７
・

５
％
相
当
額
（
上
限
２
万
円
）

を
減
額
し
て
い
た
「
定
率
減
税
」

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

■
老
年
者
非
課
税
措
置
が
段
階

的
に
廃
止
さ
れ
ま
す

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、

65
歳
以
上
の
人
で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
人
へ
の
非
課
税
措
置
が
平

成
18
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。た

だ
し
、
平
成
18
年
度
は
税

額
の
３
分
の
２
を
、
平
成
19
年

度
は
税
額
の
３
分
の
１
を
減
額

す
る
経
過
措
置
が
と
ら
れ
、
平

成
20
年
度
分
か
ら
全
額
課
税
さ

れ
ま
す
。

■
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
よ
る
減

税
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す

平
成
11
年
か
ら
同
18
年
ま
で

に
入
居
し
た
人
で
、
今
回
の
税

制
改
正
に
よ
っ
て
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
に
よ
る
平
成
19
年
分
以
降

の
所
得
税
の
減
額
幅
が
減
少
す

る
場
合
、
本
人
の
申
請
に
よ
り

そ
の
減
少
額
相
当
分
を
翌
年
度

の
住
民
税
で
減
額
す
る
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
減
額
措
置
は

３
月
15
日
ま
で
（
提
出
期
限
の

３
月
15
日
以
降
は
市
民
税
の
納

税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま

で
）
に
市
へ
申
告
書
を
提
出
し

た
場
合
に
限
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
３
月
15
日
ま
で
に
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は

確
定
申
告
書
と
合
わ
せ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
地
震
保
険
料
控
除
が
設
け
ら

れ
ま
す

①
地
震
保
険
契
約
の
保
険
料
等

の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
が

控
除
さ
れ
ま
す
（
住
民
税
は
最

高
２
万
５
０
０
０
円
、
所
得
税

は
最
高
５
万
円
）。

②
経
過
措
置
と
し
て
平
成
18
年

ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保

険
契
約
等
に
つ
い
て
は
、
従
前

の
「
損
害
保
険
料
控
除
」
を
適

用
し
ま
す
（
住
民
税
は
最
高
１

万
円
、
所
得
税
は
最
高
１
万
５

０
０
０
円
）。
な
お
、
地
震
保
険

に
該
当
し
な
い
「
短
期
損
害
保

険
料
控
除
」
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

③
前
記
①
②
の
両
方
を
適
用
す

る
場
合
の
控
除
額
は
住
民
税
は

最
高
２
万
５
０
０
０
円
、
所
得

税
は
最
高
５
万
円
で
す
（
平
成

19
年
分
以
降
の
所
得
税
、
平
成

20
年
度
分
以
降
の
住
民
税
か
ら

適
用
）。

負
担
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

平
成
19
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
控
除
な
ど

所
得
税
と
住
民
税
の
増
減

平
成
20
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
控
除
な
ど

負
担
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

平
成
19
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
控
除
な
ど

所
得
税
と
住
民
税
の
増
減

平
成
20
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
控
除
な
ど



市
は
第
５
次
総
合
計
画
の
基

本
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
す
こ

や
か
で
お
も
い
や
り
の
あ
る
健

康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
施
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
で
は
孤
独
死

や
ひ
き
こ
も
り
、
児
童
虐
待
な

ど
と
い
っ
た
新
し
い
社
会
問
題

が
顕
在
し
、
複
雑
・
多
様
化
す

る
市
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
行
政

施
策
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す

る
た
め
に
「
市
民
の
助
け
合
い

や
支
え
合
い
の
仕
組
み
」「
公
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
を
両
輪

と
し
た
地
域
福
祉
向
上
へ
の
取

り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
多

く
の
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
市
内
７
地
区
で
住
民
座

談
会
を
実
施
し
て
、
多
く
の
市

民
の
声
を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、
公
募
に
よ
る
市
民
35

人
で*

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
福

祉
、
児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援

の
３
分
野
の
課
題
や
解
決
案
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
計
画
案
を
作
成
し
、

学
識
経
験
者
、
市
内
の
各
種
団

体
の
代
表
な
ど
14
人
で
構
成
す

る
鳥
栖
市
地
域
福
祉
計
画
策
定

委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
計

画
案
と
し
て
市
長
に
提
言
。
３

月
に
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
の
基
本
理
念
は
「
だ
れ

も
が
助
け
合
い
・
支
え
合
い

『
共
に
』
暮
ら
し
、
い
く
つ
に
な

っ
て
も
生
き
生
き
と
社
会
活
動

に
参
加
し
『
素
敵
に
』
輝
き
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

『
幸
せ
に
』
生
活
で
き
る
社
会
の

実
現
」
で
す
。
こ
れ
を
端
的
に

表
現
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
「
共
に
素
敵
に
幸
せ
に
」
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
基
本
目
標
に
「
み
ん

な
で
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
ふ
れ

る
地
域
を
つ
く
ろ
う
」「
誰
も
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を

め
ざ
そ
う
」
を
掲
げ
、
こ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
７
つ
の

取
り
組
み
の
方
向
、
18
の
事

業
・
活
動
を
定
め
ま
し
た
。

事
業
・
活
動
は
、
行
政
の
取

り
組
み
の
ほ
か
、
市
民
や
団
体

に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
計
画
に

盛
り
込
み
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
向
上
は
、
行
政

の
各
種
関
係
部
署
の
連
携
と
市

民
協
働
に
よ
る
息
の
長
い
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。
市
は
今
後
、

地
域
福
祉
や
同
計
画
に
つ
い
て

啓
発
を
推
進
し
、
よ
り
よ
い
地

域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

※ワークショップ

住民や行政などの参加者がみんなで意見を出したり作業した
りしながら、あるテーマについて考え、合意に導こうという場

橋本康志市長（右）に提言書
を渡す 石伸人委員長

市民委員会でのワークショップ



障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
、
平
成
18
年
４
月
か
ら

身
体
・
知
的
・
精
神
の
３
障
が

い
に
分
か
れ
て
い
た
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
一
元
化
さ
れ
ま
し

た
。障

が
い
の
あ
る
人
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る
た
め
に
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
や
相
談
支
援
な
ど
を
提
供

で
き
る
体
制
の
整
備
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

実
績
な
ど
を
基
に
、
学
識
経
験

者
、
障
が
い
者
団
体
、
福
祉
関

係
者
な
ど
12
人
で
構
成
す
る

「
鳥
栖
市
障
害
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
」
で
審
議
。
同
委
員
会
が

市
へ
提
言
し
、
計
画
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

同
計
画
の
基
本
理
念
は
「
互

い
に
理
解
し
、
支
え
合
い
、
共

に
生
き
る
」
で
す
。

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

自
分
ら
し
い
生
活
を
自
ら
の
意

思
で
選
択
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
（
児
）
が
能
力
や

適
性
に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
地
域
生
活
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
行
政
の
取
り
組

み
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
、
地
域
、

事
業
者
な
ど
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
市
は
次
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
体
制
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

・
制
度
や
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
体

系
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る

・
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
責
任
の
所

在
の
明
確
化
や
専
門
職
員
の
養

成
を
図
り
、
人
材
の
質
と
量
を

確
保
す
る

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
に
対
し
、
自
主
的
、

積
極
的
な
活
動
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
協
力
体
制
を
築
き
、

障
が
い
の
あ
る
人
を
地
域
で
支

え
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る

今
後
の
福
祉
は
行
政
施
策
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
の
相
互
扶

助
、
地
域
で
の
支
え
合
い
が
重

要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

橋本康志市長（右）に提言書
を渡す田代勝良会長



市
で
は
市
民
の
快
適
な
生
活

環
境
を
確
保
し
、
公
共
用
水
域

の
保
全
を
図
る
た
め
下
水
道
の

整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
平
成
20
年
度
か
ら
同

26
年
ま
で
の
７
年
で
下
水
道
整

備
を
行
う
区
域
を
拡
大
し
ま
す

（
面
積
３
３
３
ha
、
黄
緑
色
区

域
）。

現
在
、
下
水
道
整
備
に
早
期

着
手
で
き
る
よ
う
国
や
県
に
対

し
て
、
事
業
計
画
と
事
業
区
域

の
協
議
と
都
市
計
画
法
・
下
水

道
法
の
諸
手
続
き
を
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
20
年
４
月
ご
ろ
ま

で
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
見

込
み
で
す
。

こ
の
手
続
き
が
終
わ
り
次
第
、

現
地
測
量
、
調
査
、
設
計
な
ど

を
行
い
、
下
水
道
計
画
の
下
流

区
域
か
ら
順
次
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
に
伴
い
、

下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
な
っ

た
区
域
は
、
４
月
以
降
の
合
併

浄
化
槽
助
成
対
象
区
域
か
ら
除

外
さ
れ
る
た
め
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
上
下
水
道
局
施
設

課
（
4
85
・
３
５
４
３
）
へ
。

■
計
画
案
の
縦
覧

と
　
き
●
６
月
11
日
（
月
）
か

ら
６
月
25
日
（
月
）
ま
で
、
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ
●
上
下
水
道
局
施
設
課

■
計
画
説
明
会

と
　
き
●
６
月
14
日
（
木
）
午

前
10
時
〜

と
こ
ろ
●
市
役
所
３
階
大
会
議

室■
公
聴
会

と
　
き
●
７
月
９
日
（
月
）
午

前
10
時
〜

と
こ
ろ
●
市
役
所
３
階
大
会
議
室

そ
の
他
●
意
見
陳
述
を
希
望
す

る
人
は
７
月
２
日
（
月
）
ま
で

に
公
述
申
込
書
を
施
設
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公

述
申
込
書
が
１
件
も
提
出
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
公
聴
会
を
開

き
ま
せ
ん

※市政情報を拡大してお知らせします。

計
画
説
明
会
な
ど
を
開
催

鳥栖市公共下水道



県
・
市
で
は
九
州
新
幹
線
新

鳥
栖
駅
（
仮
称
）
が
設
置
さ
れ

る
西
側
の
地
区
の
「
市
街
化
区

域
へ
の
編
入
」「
土
地
区
画
整
理

事
業
の
施
行
区
域
」
な
ど
に
つ

い
て
「
都
市
計
画
の
原
案
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
は
将
来
の
都
市
の

姿
を
定
め
る
も
の
な
の
で
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
今
回

作
成
し
た
原
案
の
説
明
会
と
公

聴
会
を
開
き
ま
す
。

な
お
、
今
回
作
成
し
た
「
都

市
計
画
の
原
案
」
に
関
す
る
概

要
な
ど
は
各
戸
に
配
布
し
た
チ

ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.tosu.lg.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
都
市
整
備
課
（
4

85
・
３
６
０
１
）
へ
。

■
説
明
会

と
　
き
●
５
月
23
日
（
水
）
午

後
７
時
〜

と
こ
ろ
●
麓
公
民
館

■
公
聴
会

と
　
き
●
６
月
13
日
（
水
）
午

後
７
時
〜

と
こ
ろ
●
市
役
所
３
階
大
会
議
室

■
縦
　
覧

と
　
き
●
５
月
23
日
（
水
）
か

ら
６
月
６
日
（
水
）
ま
で
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

と
こ
ろ
●
都
市
整
備
課
、
鳥
栖

土
木
事
務
所

市
で
は
子
ど
も
の
夢
を
か
な

え
る
「
夢
プ
ラ
ン
21
」
事
業
の

夢
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
民
協
働
推
進
課

（
〒
８
４
１
―
８
５
１
１
鳥
栖
市

宿
町
１
１
１
８
番
地
4

85
・
３

５
７
６
）
へ
。

対
　
象
●
市
内
に
居
住
ま
た
は

在
学
す
る
小
・
中
・
高
校
生

募
集
条
件
●
い
ま
だ
に
実
現
し

て
い
な
い
夢
を
大
人
と
協
力
し

な
が
ら
、
計
画
・
準
備
・
実
施

ま
で
主
体
的
に
で
き
る
小
・

中
・
高
校
生
。「
夢
」
は
市
内
で

実
現
可
能
な
も
の
で
、
原
則
、

平
成
19
年
度
中
に
実
現
で
き
る

も
の

応
募
方
法
●
５
月
14
日
（
月
）

ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
①
実

現
し
た
い
夢
②
住
所
③
氏
名
④

学
校
名
⑤
学
年
⑥
連
絡
先
を
明

記
の
上
、
同
課
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
消

印
有
効
。
審
査
の
際
に
自
分
が

か
な
え
た
い
夢
の
概
略
や
計
画

に
つ
い
て
聞
き
取
り
し
ま
す

そ
の
他
●
子
ど
も
と
一
緒
に
夢

を
実
現
さ
せ
る
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.city.tosu.lg.

jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

市
と
市
環
境
保
全
協
議
会
で

は
轟
木
川
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
対
策
課

（
4
85
・
３
５
６
１
）
へ
。

と
　
き
●
５
月
13
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
（
受
付
は
午
前
８
時

40
分
〜
）
雨
天
中
止

集
合
場
所
●
市
役
所
南
側
駐
車
場

持
っ
て
く
る
も
の
●
軍
手
、
タ

オ
ル
、
着
替
え
な
ど

そ
の
他
●
①
ゴ
ミ
袋
、
火
ば
さ

み
は
主
催
者
で
準
備
②
川
底
は

滑
り
や
す
く
危
険
な
た
め
運
動

靴
や
長
靴
を
履
い
て
、
川
の
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
③
小
学
３
年

生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

市
教
育
委
員
会
で
は
国
史
跡

「
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
」
の
春
の

見
学
会
を
開
き
ま
す
。

と
　
き
●
５
月
20
日
（
日
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
３
時
（
午
前

９
時
か
ら
受
け
付
け
、
同
９
時

半
に
出
発
）

集
合
場
所
●
筑
紫
神
社

前
駐
車
場
（
牛
原
町
）

定
　
員
●
１
０
０
人

見
学
コ
ー
ス
●
筑
紫
氏

館
跡
〜
登
城
道
〜
勝
尾

城
（
城
山
）。
片
道
約

２
時
間
程
度
で
す

そ
の
他
●
雨
天
中
止
。
傷
害
保

険
は
実
費
負
担
（
約
20
円
）。
弁

当
と
水
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
●
５
月
16
日
（
水
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
4
85
・
３
６
９
５
）
へ

昨年の夢プラン21に採用された「鳥栖スタジアムを満員にしたい」

昨年は約100人が参加しました戦国武将・筑紫氏の居城「勝尾城」



市
で
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
・
う

ら
ら
メ
イ
ト
養
成
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
の

13
回
コ
ー
ス
で
栄
養
、
運
動
、

介
護
、
環
境
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
、
修
了
後
は
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
、
う
ら
ら
メ
イ
ト
と
し
て
活

動
し
ま
す
（
９
回
目
ま
で
と
閉

講
式
は
合
同
で
実
施
。
そ
の
他

は
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
）。

と
　
き
●
合
同
＝
①
開
講
式
５

月
23
日
（
水
）
②
６
月
１
日

（
金
）
③
６
月
29
日
（
金
）
④
７

月
31
日
（
火
）
⑤
８
月
20
日

（
月
）
⑥
９
月
上
旬
⑦
９
月
21
日

（
金
）
⑧
10
月
26
日
（
金
）
⑨
11

月
16
日
（
金
）
⑬
閉
講
式
２
月

14
日
（
木
）
▽
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

養
成
コ
ー
ス
＝
⑩
11
月
29
日

（
木
）
⑪
12
月
７
日
（
金
）
⑫
１

月
17
日
（
木
）
▽
う
ら
ら
メ
イ

ト
養
成
コ
ー
ス
＝
⑩
12
月
11
日

（
火
）
⑪
１
月
21
日
（
月
）
⑫
２

月
５
日
（
火
）。
時
間
は
お
お
む

ね
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
で

す
が
、
午
前
９
時
半
〜
正
午
、

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時
の
場

合
も
あ
り
ま
す

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
講
話
、
体
験
学
習
、

調
理
実
習
な
ど

受
講
料
●
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
が
１
２
０
０
円
程
度

必
要
で
す
）

定
　
員
●
36
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
保
健
セ
ン
タ
ー

（
4
85
・
３
６
５
０
）
へ

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
を

目
指
し
ま
す
。

市
の
保
健
計
画
「
う
ら
ら
ト

ス
21
プ
ラ
ン
」
の
普
及
と
健
康

づ
く
り
の
街
を
目
指
し
、
修
了

後
、
う
ら
ら
メ
イ
ト
と
し
て
活

動
し
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
篠
原
京
子
（
幸
津
町
、

亡
母
ハ
ツ
エ
）
▽
小
川
静
磨

（
下
野
町
、
亡
妻
榮
子
）
▽
吉
次

彰
一
（
鎗
田
町
、
亡
母
ハ
ツ
）

▽
伊
東
紀
（
轟
木
町
、
亡
父
新
）

▽
今
村
美
由
紀
（
平
田
町
、
亡

夫
渡
）
▽
塘
澄
夫
（
立
石
町
、

亡
父
彌
三
）
▽
山
邊
典
恵
（
加

藤
田
町
、
亡
夫
勇
雄
）
▽
梅
チ

エ
子
（
藤
木
町
、
亡
夫
守
）
▽

大
隈
紘
（
山
浦
町
、
亡
母
チ
サ
）

▽
緒
方
利
明
（
元
町
、
亡
母
キ

ワ
）
▽
松
隈
キ
ミ
（
柚
比
町
、

亡
母
ノ
ブ
エ
）
▽
西
尾
龍
美

（
高
田
町
、
亡
母
ア
サ
エ
）
▽
横

溝
勝
次
（
田
代
本
町
、
亡
母
ノ

シ
エ
）
▽
伊
藤
美
智
代
（
曽
根

崎
町
、
亡
夫
忠
幸
）

市
へ
▽
時
計
台

一
式
…
鳥
栖
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
会
長
・
江
崎
武
美
）

▽
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
１
本
…
ア
ン

ズ
の
会
（
平
田
町
）

小
鳩
園

へ
▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー

一
式
、
か
ん
た
ん
テ
ン
ト
、
画

用
紙
乾
燥
棚
、
画
用
紙
整
理
棚

…
平
成
18
年
度
小
鳩
園
後
援
会

（
会
長
・
大
石
達
弘
）

白
鳩
園

へ
▽
ピ
ア
ノ
一
式
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
、
カ
メ
ラ
、
ホ
ッ
ト
カ

ー
ペ
ッ
ト
…
平
成
18
年
度
白
鳩

園
後
援
会
（
会
長
・
窪
田
隆
弘
）

下
野
園
へ
▽
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
…
平
成
18
年
度
下

野
園
後
援
会
（
会
長
・
高
田
亮
）

鳥
栖
い
づ
み
園
へ
▽
ス
テ
ー
ジ

バ
ッ
ク
幕
一
式
…
平
成
18
年
度

鳥
栖
い
づ
み
園
後
援
会
（
会

長
・
松
隈
大
明
）

市
内
保
育

所
・
幼
稚
園
へ
▽
花
苗
56
ケ
ー

ス
…
鳥
栖
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
会
長
・
永
渕
一
郎
）

田
代
中

学
校
へ
▽
テ
ン
ト
…
平
成
18
年

度
田
代
中
学
校
卒
業
生
一
同

若
葉
小
学
校
へ
▽
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
フ
ル
カ
バ
ー
、
電
波
ソ
ー

ラ
ー
掛
時
計
…
平
成
18
年
度
若

葉
小
学
校
卒
業
生
一
同
　
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
▽
３
０
６
０

円
…
か
り
ゆ
し
シ
ョ
ッ
プ
（
蔵

上
）
▽
２
７
１
０
円
…
鳥
栖
市

地
域
振
興
財
団
互
助
会
（
京
町
）

▽
１
０
５
０
円
…
鳥
栖
商
工
会

議
所
（
元
町
）

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
20
万
円
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
わ

か
ば
へ
指
定
）
…
幸
津
町
子
ど

も
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
陶
山
幸
則
）

▽
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
、
ラ
ッ

ク
（
同
）
…
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
労
働
組

合
佐
賀
支
部
（
西
新
町
）
▽
１

万
円
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
ス
モ
ス
夢
工

房
へ
指
定
）
…
田
代
若
葉
地
区

婦
人
会
（
柚
比
町
）

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
は
…

う
ら
ら
メ
イ
ト
と
は
…

講義に聞き入る受講生（昨年の養成講座）



国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対

象
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

検
診
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
（
4

85
・
３
５
８
２
）
へ
。

対
　
象
●
次
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
人
①
今
年
４
月
１
日
現

在
40
歳
以
上
の
人
（
老
人
保
健

該
当
者
は
除
く
）
②
保
険
税
の

滞
納
を
し
て
い
な
い
世
帯
の
人
。

た
だ
し
前
年
度
受
診
者
で
、
要

精
密
な
ど
の
判
定
を
受
け
た
二

次
受
診
未
受
診
者
を
除
く

受
診
期
間
●
５
月
23
日
か
ら
来

年
３
月
31
日
ま
で

申
し
込
み
●
保
険
証
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
５
月
23
日
以
降
に
同

課
へ
。
予
定
人
数
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
電
話
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い

受
診
方
法
●
①
受
診
先
は
指
定

医
療
機
関
の
中
か
ら
選
ん
で
く

だ
さ
い
②
受
診
日
は
受
診
券
を

受
け
取
っ
た
後
に
直
接
、
医
療

機
関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
③

キ
ャ
ン
セ
ル
は
必
ず
早
め
に
双

方
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
人

間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
重
複

受
診
は
で
き
ま
せ
ん

指
定
医
療
機
関
●
人
間
ド
ッ

ク
＝
今
村
病
院
（
轟
木
町
）
聖

マ
リ
ア
病
院
（
久
留
米
市
）
や

よ
い
が
お
か
鹿
毛
病
院
（
弥
生

が
丘
２
丁
目
）
▽
脳
ド
ッ
ク
＝

今
村
病
院
、
大
島
病
院
（
み
や

き
町
）
鳥
越
脳
神
経
外
科
（
曽

根
崎
町
）
や
よ
い
が
お
か
鹿
毛

病
院

検
診
の
費
用
等
●
受
診
日
に
経

費
の
２
割
を
医
療
機
関
の
窓
口

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
残
り

の
８
割
を
市
で
負
担
し
ま
す
。

指
定
医
療
機
関
の
各
ド
ッ
ク
基

本
検
診
コ
ー
ス
の
内
容
や
料
金

は
異
な
り
ま
す
。
内
容
・
費
用

な
ど
に
つ
い
て
は
同
課
に
説
明

書
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い

市
は
４
月
１
日
付
け
で
、
交

通
安
全
指
導
員
を
鳥
栖
北
地
区

の
大
嶋
秀
秋
さ
ん
（
土
井
町
）

と
田
代
地
区
の
松
本
卓
さ
ん

（
弥
生
が
丘
４
丁
目
）
に
委
嘱
し

ま
し
た
。

同
指
導
員
は
各
地
区
で
園
児

や
児
童
の
通
園
・
通
学
時
の
街

頭
指
導
、
交
通
安
全
教
室
へ
の

協
力
な
ど
、
市
民
へ
の
交
通
安

全
思
想
の
普
及
と
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の

10
日
間
、
春
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

運
動
の
基
本
は
「
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」。
運

動
の
重
点
は
「
飲
酒
運
転
の
根

絶
」「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
」「
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」
で
す
。

市
と
市
交
通
対
策
協
議
会
で

は
期
間
中
、
鳥
栖
駅
前
な
ど
で

広
報
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

家
庭
や
職
場
な
ど
で
交
通
安

全
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
日
●
毎
月
１
日

自
転
車
安
全
日
●
毎
月
10
日

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
日
●
毎
月
15
日

県
民
交
通
安
全
の
日
●
毎
月
20
日

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
●
毎
月
25
日

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講

座
受
講
生
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

対
象
は
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
30
歳
未
満
の
人
。
開

講
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６
時

半
〜
同
８
時
半

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
は
午
後
６
時

〜
同
８
時
、
ピ
ラ

テ
ィ
ス
教
室
は
午

後
７
時
〜
同
８
時

10
分
）
で
す
。

希
望
者
は
所
定

の
申
込
書
に
友
の

会
会
費
１
５
０
０

円
と
傷
害
保
険
料

５
０
０
円
（
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

は
１
５
０
０
円
）
を
添
え
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
午
後
１
時
以
降
、
同
ホ
ー

ム
（
4
82
・
４
７
８
０
）
へ
。

大嶋秀秋さん

松本卓さん

脳ドック検診で使用される「MRI」







地
域
の
中
で
「
私
た
ち
の
健
康

は
私
た
ち
の
手
で
」を
合
言
葉
に
、

人
々
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
地

産
地
消
を
推
進
し
、
環
境
に
も

優
し
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
の
が
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活

改
善
推
進
員
）
で
す
。
約
20
年
前

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

鳥
栖
市
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の

会
員
数
は
現
在
、
１
５
７
人
。

市
が
主
催
す
る
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

養
成
講
座
で
１
年
間
、「
栄
養
」

「
運
動
」「
環
境
」
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
、
自
分
の
家
庭
か
ら

食
生
活
を
見
直
し
て
、
地
域
で

の
普
及
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
方
に
「
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
に
な
っ
て
変
わ
っ

た
こ
と
は
？
」
と
尋
ね
る
と
、

「
食
生
活
に
対
す
る
意
識
が
高
く

な
っ
た
」「
野
菜
を
た
く
さ
ん
食

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
味
付
け

が
薄
く
な
り
、
食
事
の
量
、
カ

ロ
リ
ー
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
答
え
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。
体
に
や
さ
し

い
食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う

に
な
る
ん
で
す
ね
！

市
の
保
健
事
業
に
お
け
る
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
の
協
力
活
動
は
多

彩
で
す
。
春
の
弥
生
ま
つ
り
に

始
ま
り
、
夏
休
み
料
理
教
室
、

男
の
料
理
教
室
、
糖
尿
病
の
つ

ど
い
、
ぴ
よ
ぴ
よ
教
室
な
ど
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

弥
生
ま
つ
り
で
は
お
母
さ
ん

の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た

「
だ
ご
汁
」
を
作
っ
て
、
会
場
は

甘
い
み
そ
汁
の
匂
い
に
包
ま
れ

ま
す
。

男
の
料
理
教
室
に
は
80
代
の

男
性
も
参
加
！
と
て
も
勉
強
熱

心
な
方
で
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の

皆
さ
ん
も
頭
が
下
が
る
ほ
ど
だ

そ
う
で
す
。

今
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
体
験
で
も
、

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
も
協

力
し
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

に
「
サ
ラ
ダ
」「
ベ
ー
コ
ン
巻
き
」

な
ど
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
使
っ
た

料
理
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

右
の
図
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

白
地
の
部
分
は
頭
を
真
ん
中

に
寄
せ
、
手
を
つ
な
い
で
い
る

女
性
の
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の

皆
さ
ん
は
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、

私
た
ち
の
健
康
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
し
て
く
れ
る
頼
も
し
い

存
在
な
の
で
す
。

「ヘルスメイト」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

※市民の皆さんでつくるページです。

「ブルーベリー摘み体験」の後にヘルスメ
イトの皆さんがブルーベリーを使ったお
菓子を子どもたちと一緒に作りました
（昨年８月６日、高田町公民館）

「ヘルスメイト」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!



市民活動センターだより

オープニングセレモニー

■要（い）るく祭出店者募集
鳥栖の未来を考え実行する

会では６月３日（日）、都市
広場で開催する環境フリーマ
ーケット「要（い）るく祭」
の出店者を募集します。応募
締め切りは５月20日（日）。
応募方法など詳しくは同会・
古賀（483-7155）へ。なお、

同会は今年１月に「佐賀県環
境にやさしい県民運動」の功
労者表彰を受けました。

■硬式テニス「ポテトクラ
ブ」会員募集
対象は18歳以上。練習は５

月５日（土）から▽毎週土曜
日＝午後５時～同７時、市民
公園庭球場▽毎週火曜日＝午
後７時～同９時、市民庭球場。
詳しくは松隈（483-3192）へ。

■演芸ボランティア会員募集
鳥栖市や鳥栖市近郊の老人

ホームなどを月２～３回慰問
しています。踊り、歌、楽器、
手品などのできる会員を募集
中です。詳しくは鶴乃会
（472-3831）へ。

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
同
相
談
室
（
4

85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決
定
済

み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
倉
庫
内
軽
作
業
（
弥
生
が
丘
）

…
16
〜
60
歳
、
時
給
７
３
０
〜

８
５
０
円

◎
配
達
員
（
大
正
町
）
…
年
齢

不
問
、
時
給
１
０
０
０
〜
１
３

０
０
円

◎
雑
務
員
（
下
野
町
）
…
年
齢

不
問
、
時
給
６
８
０
〜
７
０
０
円

◎
販
売
ス
タ
ッ
フ
（
養
父
町
）

…
年
齢
不
問
、
時
給
６
５
０
〜

８
１
３
円

◎
調
理
補
助
（
松
原
町
）
…
年

齢
不
問
、
時
給
６
５
０
〜
９
０

０
円

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

漏
電
、
発
火
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
な
ど
、
不
幸
な
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
消
費
者
が
製
品
事

故
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

リ
ス
ク
を
適
切
に
認
識
し
、

製
品
を
正
し
く
使
用
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

国
で
は
製
品
事
故
防
止
の

た
め
、
毎
月
第
２
火
曜
日
を

「
製
品
安
全
点
検
日
」
と
し
て

い
ま
す
。
製
品
の
安
全
な
使

用
方
法
や
リ
コ
ー
ル
製
品
な

ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て

い
る
ほ
か
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
月
に
一
度
自
分
の
家
に

危
な
い
製
品
は
な
い
か
チ
ェ

ッ
ク
し
て
ほ
し
い
と
注
意
を

喚
起
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
は
重
大
な
製
品

事
故
情
報
を
随
時
公
表
し
て

い
ま
す
の
で
、
新
聞
、
国
、

都
道
府
県
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
一
、
製
品
事
故
の
被
害

に
遭
っ
た
場
合
は
メ
ー
カ
ー
、

販
売
店
、
輸
入
業
者
な
ど
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
推
進
課
（
4

85
・
３
５
７
６
）
で
は
毎
週

月
〜
金
曜
日
に
消
費
生
活
苦

情
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

笑顔あふれるスタッフの皆さん



※子育て情報が満載です。



こ
の
春
小
学
１
年
生
に
な
っ

た
長
女
と
６
月
に
３
歳
に
な
る

二
女
二
人
の
母
親
６
年
生
で
す
。

母
親
に
な
っ
て
最
も
感
動
し

た
こ
と
は
、
自
分
の
お
腹
の
中

で
大
き
く
な
っ
て
き
た
赤
ち
ゃ

ん
と
初
め
て
対
面
で
き
た
こ
と

で
す
。
あ
の
感
動
と
喜
び
は
一

生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
人
一

人
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

あ
の
感
動
か
ら
６
年
、
や
っ

と
少
し
余
裕
が
出
て
私
は
今
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
弥
生
が
丘

こ
あ
ら
く
ら
ぶ
」
の
代
表
を
務

め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
母
親
と
し
て
は
ひ
よ

っ
子
で
す
が
、
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
方
や
子
ど
も

た
ち
に
楽
し
い
場
を

提
供
し
、
み
ん
な
で

一
緒
に
子
育
て
が
で

き
る
な
ら
と
思
い
引

き
受
け
ま
し
た
。

子
ど
も
は
母
親
だ

け
で
は
な
く
父
親
、

祖
父
母
、
先
生
、
地

域
の
方
々
の
協
力
を

得
て
、
た
く
さ
ん
の

愛
情
を
受
け
て
健
や

か
に
育
つ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
は
試
行
錯
誤
の
連
続

で
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
、

立
ち
止
ま
っ
た
時
に
は
友
達
や

大
先
輩
の
お
母
さ
ん
に
相
談
し
、

子
ど
も
た
ち
と
サ
ー
ク
ル
の
お

母
さ
ん
方
と
共
に
成
長
し
て
い

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

『
子
ど
も
の
笑
顔
』
は
最
高

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
み
ん
な
で
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
次
の
人
を
紹
介
し

ま
す
。
女
の
子
一
人
を
持
ち
、

現
在
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
、
弥

生
が
丘
の
鶴
田
め
ぐ
み
さ
ん
で

す
。

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

鳥栖っ子
アルバム

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
子
育
て
の
応
援
が

必
要
な
人
（
利
用
会
員
）
と
子

育
て
の
応
援
を
す
る
人
（
協
力

会
員
）
で
つ
く
ら
れ
る
会
員
組

織
で
す
。

地
域
で
の
子
育
て
支
援
活
動

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
会
員

養
成
講
座
を
開
き
ま
す
。
男
性

の
受
講
も
大
歓
迎
で
す
。

と
　
き
●
６
月
５
日
（
火
）
・

22
日
（
金
）
・
26
日
（
火
）
午

前
10
時
〜

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

受
講
料
●
無
料
（
昼
食
は
各
自

で
準
備
）

そ
の
他
●
託
児
可

申
し
込
み
●
５
月
22
日
（
火
）

ま
で
に
社
会
福
祉
会
館
（
4

81
・
５
４
７
７
）
へ

昨
年
４
月
に
一
部
開
園
し
て

い
た
東
公
園
（
今
町
）
が
４
月

２
日
、
全
面
開
園
し
ま
し
た
。

総
面
積
８
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

地
域
自
然
環
境
を
生
か
し
た
総

合
公
園
で
す
。

園
内
に
は
芝
広
場
や
バ
ラ
園
、

シ
ョ
ウ
ブ
園
、
休
憩
所
の
ほ
か
、

市
が
国
際
交
流
を
進
め
て
い
る

ド
イ
ツ
・
ツ
ァ
イ
ツ
市
在
住
の

彫
刻
家
が
制
作
し
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
を
連
れ
て
、
遊
び

に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
都
市
整
備
課
（
4

85
・
３
６
０
３
）
へ
。

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ東

公
園
が
全
面
開
園

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
養
成
講
座

写真左から執筆者の杉山径子さん、二女・

実音
みおん

ちゃん、長女・実夢
み ゆ

ちゃん

園内に広がる芝広場



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

と
　
き
●
５
月
12
日
（
土
）
午

後
１
時
半
〜
同
３
時
半

と
こ
ろ
●
市
立
図
書
館

内
　
容
●
第
１
回
講
座
「
人
々

の
く
ら
し
と
鳥
栖
の
歴
史
」

講
　
師
●
高
尾
平
良
さ
ん
（
市

文
化
財
保
護
審
議
会
副
会
長
）

そ
の
他
●
参
加
無
料
、
申
し
込

み
不
要

問
い
合
わ
せ
●
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
4
85
・
３
６
９
５
）

と
　
き
●
５
月
９
日
（
水
）
午

前
10
時
〜

と
こ
ろ
●
基
山
町
民
会
館

内
　
容
●
①
赤
十
字
に
つ
い
て

②
救
急
法
の
実
際
（
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
）

※
人
工
呼
吸
吹
き
込
み
用
具
を

使
用
す
る
た
め
、
実
費
一
人
２

０
０
円
が
必
要
で
す

申
し
込
み
●
電
話
で
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
4
85
・
３
５
５
５
）

へ
。
当
日
参
加
も
可

対
　
象
●
鳥
栖
市
、
み
や
き
町
、

上
峰
町
に
住
む
人

と
　
き
●
５
月
17
日
（
木
）
・

６
月
21
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

正
午
（
２
日
間
通
し
た
日
程
で

行
い
ま
す
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
・
三
養
基
西
部

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
　
容
●
使
用
済
み
の
窓
ガ
ラ

ス
を
カ
ッ
ト
し
た
後
、
そ
の
ガ

ラ
ス
を
窯
で
熱
加
工
し
、
表
面

に
好
き
な
文
様
を
つ
け
ま
す

募
集
人
員
●
10
人

持
っ
て
く
る
も
の
●
上
履
き
、

袖
口
の
細
い
長
袖
の
上
着

参
加
・
材
料
費
●
無
料

申
し
込
み
●
５
月
15
日
（
火
）

午
後
４
時
半
ま
で
に
同
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
（
4
94
・
９
３
１
３
）
へ

（
先
着
順
）

対
　
象
●
成
人
男
性

と
　
き
●
５
月
12
日
（
土
）
か

ら
毎
月
３
回
、
午
後
１
時
半
〜

同
３
時

と
こ
ろ
●
基
里
公
民
館

テ
ー
マ
●
太
極
拳
で
健
康
な
体
に

定
　
員
●
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
●
月
額
２
０
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の
●
運
動
が
で

き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
し
込
み
●
基
里
公
民
館
（
4

82
・
３
３
２
４
）
へ

若
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
は
次
の
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
4

84
・
６
１
２
２
）
へ
。

４/15

12/22

5/27

7/7

と　き●５月27日（日）午
後１時～同３時
ところ●サンメッセ鳥栖、
都市広場
問い合わせ●都市整備課公
園緑地係（485-3603）
■式典（午後１時～）

「花の絵コンクール」と
「花壇コンクール」の入賞者
表彰式を行います。
■各種教室
ガーデニング教室、フラ

ワーアレンジメント教室、
菊花講習会、押し花教室を
開催します。いずれも参加
費は無料です。ただし、参
加人数に限りがあります
（各35人程度、事前予約はあ
りません）
■その他
花苗・肥料などの無料配

布、花のスケッチ大会など

鳥栖市などでは「桂三枝
独演会」を開きます。
日本を代表する落語家、

三枝さんの落語で、大いに
笑ってください。
と　き●７月７日（土）午
後１時半開場、同２時開演
ところ●中央公民館
チケット料金●一般2,000
円、高校生以下1,000円
（全席指定、３歳以下入
場・同伴不可）
チケット発売所●市民文
化会館、ローソンチケット

（40570-084-008  Lコード:84832）

チケット発売日●５月12
日（土）午前10時～（初　
日は電話受け付けのみ）
問い合わせ●市民文化会館
（485-3645）

４/15

12/22

5/27

7/7

赤
十
字
救
急
法
実
践
講
習
会

ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

鳥
栖
の
町
づ
く
り
と

歴
史
・
文
化
講
座

嘱
託
員
の
交
代
が
あ
り
ま
し

た
。
新
し
い
嘱
託
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
省
略
）。

詳
し
く
は
総
務
課
（
4
85
・

３
５
０
６
）
へ
。

新
嘱
託
員
●
轟
木
町
＝
柳
正
義

▽
藤
木
町
＝
篠
原
慶
哲
▽
真
木

町
＝
齊
藤
傳
▽
京
町
＝
高
橋
盛

夫
▽
事
業
団
宿
舎
＝
森
木
憲
二

▽
田
代
大
官
町
＝
徳
渕
正
一
▽

柚
比
町
＝
長
正
昭
▽
萱
方
町
＝

山
津
善
之
▽
柳
区
＝
山
津
義
人

▽
古
賀
町
＝
林
光
二
▽
曽
根
崎

町
＝
松
雪
喜
繼
▽
養
父
町
＝
笠

英
彦
▽
山
都
町
＝
園
田
文
雄
▽

原
古
賀
町
＝
江
見
武
▽
三
島

町
＝
執
行
正
已
▽
桟
敷
団
地
＝

猪
口
久
幸

男
性
健
康
倶
楽
部

花いっぱいのイベントです

４/15

12/22

5/27

7/7

若
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
各
種
講
座



■
若
葉
よ
ろ
ず
塾

と
　
き
●
５
月
18
日
（
金
）
午

前
10
時
〜

テ
ー
マ
●
自
分
で
出
来
る
「
整
体
」

受
講
料
●
無
料

申
し
込
み
●
不
要

■
整
体
講
座

と
　
き
●
６
月
１
日
（
金
）
か

ら
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜
同
11
時
半

テ
ー
マ
●
自
分
で
出
来
る
「
整
体
」

受
講
料
●
月
額
１
０
０
０
円

（
３
カ
月
分
前
納
）

定
　
員
●
30
人

申
し
込
み
●
５
月
18
日
（
金
）

正
午
以
降
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

■
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
　
き
●
５
月
９
日
（
水
）
か

ら
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
、

午
前
10
時
半
〜

受
講
料
●
月
額
１
０
０
０
円

定
　
員
●
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
同
セ
ン
タ
ー
へ

商
業
統
計
調
査
が
６
月
１
日
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
全

国
の
卸
売
業
、
小
売
業
を
営
む

す
べ
て
の
事
業
所
が
調
査
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
商
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府

県
・
市
区
町
村
に
お
け
る
商
業

の
振
興
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
な
ど
流
通
産
業
施
策
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
は
統
計
法

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の

重
要
な
調
査
で
す
。
提
出
さ
れ

た
調
査
票
を
統
計
上
の
目
的
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

５
月
か
ら
調
査
員
が
各
事
業

所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
情
報
管
理
課
（
4

85
・
３
５
１
３
）
へ
。

国
民
生
活
基
礎
調
査
が
６
月
７

日
・
７
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金

な
ど
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項

を
調
査
し
、
厚
生
労
働
行
政
の

企
画
や
立
案
に
必
要
な
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
の
全
国
的
な
調

査
で
す
。

市
内
で
は
８
町
区
が
該
当
し

て
い
ま
す
。

５
月
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
鳥
栖
保
健
福
祉
事

務
所
（
4
83
・
２
１
６
１
）
へ
。

５
月
21
日
（
月
）
か
ら
同
27

日
（
日
）
ま
で
は
春
の
行
政
相

談
週
間
で
す
。
総
務
省
で
は
国

な
ど
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や

意
見
、
要
望
を
受
け
付
け
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
に
結
び
つ

け
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鳥
栖
市
で
は
次
の
方
が
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
行

政
相
談
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
（
敬
称
略
）。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

石
橋
亨
見
（
河
内
町
4

82
・

５
３
７
７
）
▽
才
田
馨
（
牛
原

町
4
82
・
５
２
８
２
）

と
　
き
●
５
月
９
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
ア
バ
ン
セ
（
佐
賀
市
）

相
談
内
容
●
金
銭
、
土
地
、
建

物
、
交
通
事
故
、
相
続
、
振
込

詐
欺
、
夫
婦
・
親
子
関
係
な
ど

そ
の
他
●
予
約
不
要
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
●
佐
賀
地
方
・
家

庭
裁
判
所
（
4

０
９
５
２
・

23
・
３
１
６
１
）

無
料
法
律
相
談
会

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

総
務
省
の
行
政
相
談

商

業

統

計

調

査

国
民
生
活
基
礎
調
査



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

と
　
き
●
５
月
25
日
（
金
）
午

後
１
時
半
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
●
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
心
も

体
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
！

参
加
費
●
無
料

申
し
込
み
●
保
健
セ
ン
タ
ー

（
4
85
・
３
６
５
０
）
へ

対
　
象
●
次
の
い
ず
れ
か
の
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人
▽
１
級
ま

た
は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

▽
１
級
ま
た
は
２
級
の
精
神
保

健
福
祉
手
帳
▽
Ａ
の
療
育
手
帳

持
っ
て
く
る
も
の
●
①
身
体
障

害
者
手
帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
②
印
鑑

問
い
合
わ
せ
●
社
会
福
祉
課

（
4
85
・
３
６
４
２
）

麦
わ
ら
を
焼
却
す
る
際
に
発

生
す
る
煙
は
、
近
隣
住
民
の
健

康
や
生
活
環
境
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

焼
却
せ
ず
に
、
す
き
込
み
に

よ
る
地
力
の
増
進
な
ど
有
効
活

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
農
林
課
農
政
係

（
4
85
・
３
５
６
３
）
へ
。

と
　
き
●
６
月
14
日
（
木
）
か

ら
同
21
日
（
木
）
ま
で

と
こ
ろ
●
県
農
業
大
学
校
（
佐

賀
郡
川
副
町
）

費
　
用
●
１
万
５
０
０
０
円

申
し
込
み
●
５
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
農
林
課
農
政
係
（
4

85
・
３
５
６
３
）
へ

「
御
手
洗
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
」

の
利
用
予
約
を
５
月
７
日
（
月
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
期
間
●
７
月
21
日
（
土
）

か
ら
９
月
２
日
（
日
）
ま
で

利
用
時
間
●
宿
泊
＝
午
後
３
時

〜
翌
日
午
前
10
時
▽
日
帰
り
＝

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

利
用
料
●
①
常
設
テ
ン
ト
＝
１
張

り
２
０
０
０
円
②
持
ち
込
み
テ
ン

ト
＝
１
張
り
１
０
０
０
円
③
テ
ン

ト
内
で
の
休
憩
＝
１
０
０
０
円

予
約
先
●
商
工
振
興
課
（
4

85
・
３
６
０
５
）

市
は
次
の
者
の
下
水
道
工
事

店
指
定
を
取
り
消
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
上
下
水
道
局
施
設

課
（
4
85
・
３
５
４
４
）
へ
。

◆
（
株
）
野
中
建
設
（
本
町
３

丁
目
１
５
１
３
、
３
月
26
日
付
）

◆
（
有
）
佐
藤
電
気
設
備
（
本

町
１
丁
目
９
０
２
｜
１
、
３
月

30
日
付
）

小
学
校
の
団
体
戦
（
学
年
別

５
人
編
成
）
と
個
人
戦
（
学
年

別
）
で
参
加
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
（
女
性
の
参
加
も
可
）。

小
学
４
・
５
・
６
学
年
の
個

人
戦
優
勝
者
は
７
月
に
東
京
で

開
催
さ
れ
る
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
」
へ
派
遣
し
ま
す
。

と
　
き
●
５
月
19
日
（
土
）
午

前
９
時
〜

と
こ
ろ
●
市
民
相
撲
場

申
し
込
み
●
５
月
15
日
（
火
）

ま
で
に
市
相
撲
連
盟
（
4
０
８

０
・
５
６
０
４
・
１
２
０
２
）
へ

す
で
に
除
籍
さ
れ
た
雑
誌
や

本
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
一

人
５
点
ま
で
。

と
　
き
●
５
月
13
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

問
い
合
わ
せ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥

栖
（
4
84
・
２
１
２
１
）

中
冨
記
念
く
す
り
博
物
館
・

薬
木
薬
草
園
で
ハ
ガ
キ
に
植
物

を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加

無
料
で
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

が
あ
り
ま
す
。
応
募
期
間
は
５

月
27
日
（
日
）
ま
で
。

詳
し
く
は
同
博
物
館
（
4

84
・
３
３
３
４
）
へ
。

労
働
保
険
と
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
健
康
被
害
救
済
の
た
め

の
「
一
時
拠
出
金
」
の
申
告
・

納
付
の
手
続
き
は
５
月
21
日
ま

で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
次
の
と
お
り
申
告
相

談
会
を
開
き
ま
す
。

と
　
き
●
５
月
16
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と　き●５月27日（日）午前10時～（雨天時は６月３日に
順延）
ところ●城山公園（小郡市干潟）
内　容●茶会（茶席料が必要です）のほか、食事コーナー
や特産品コーナーなどもあります
問い合わせ●くろつち会館（473-2768）

と　き●６月３日（日）午前10時～午後４時
ところ●久留米百年公園
内　容●フリーマーケットやワケルンジャーショーなど
入場料●無料
問い合わせ●久留米市環境政策推進課（430-9146）

クロスロード
クロスロード

クロスロード

農
業
機
械
士
養
成
研
修

（
け
ん
引
）
の
募
集

鳥
栖
市
長
杯
子
ど
も

相
撲
大
会
参
加
者
募
集

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

手
続
き
は
お
早
め
に

麦
わ
ら
焼
却
防
止
に
ご
協
力
を

下
水
道
工
事
店
の
指
定
取
消
し

御
手
洗
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場

予

約

受

付

健
康
大
学
を
開
催

雑
誌
・
本
の
無
料
配
布

み
ど
り
の
絵
た
よ
り

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
申
請



と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

問
い
合
わ
せ
●
佐
賀
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
（
4

０
９
５

２
・
32
・
７
１
６
８
）

故
・
陶
山
聰
さ
ん
は
県
内
外

の
校
歌
を
は
じ
め
、
多
く
の
作

品
を
手
掛
け
た
作
曲
家
で
す
。

今
年
６
月
29
日
で
生
誕
１
０
０

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
陶
山

聰
生
誕
１
０
０
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
（
共
催
・
佐
賀
県
東

部
合
唱
連
盟
）
で
は
「
陶
山
聰

生
誕
１
０
０
年
記
念
演
奏
会
・

第
28
回
佐
賀
県
東
部
合
唱
祭
」

を
開
き
ま
す
。

地
元
小
・
中
学
校
の
合
唱
、

声
楽
家
に
よ
る
独
唱
の
ほ
か
、

九
州
交
響
楽
団
に
よ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
●
６
月
16
日
（
土
）
午
後

０
時
半
開
場
、
午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ
●
市
民
文
化
会
館

チ
ケ
ッ
ト
（
前
売
り
）
●
大
人

１
０
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０

円
。
全
席
自
由

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
●
市
民
文
化

会
館

問
い
合
わ
せ
●
市
民
文
化
会
館

（
4
85
・
３
６
４
５
）

と
　
き
●
５
月
16
日
（
水
）
午

後
７
時
半
〜
同
９
時
20
分

と
こ
ろ
●
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ホ
テ

ル
創
世
（
久
留
米
市
）

内
　
容
●
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
道
州
制
導
入
よ
り
先
に
ひ
と
つ

に
な
ろ
う
！
」
ほ
か

参
加
費
●
無
料

問
い
合
わ
せ
●
久
留
米
青
年
会

議
所
（
4
38
・
５
５
８
２
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
佐
賀
県
実
行
委
員
会
で
は
７

月
28
日
、
県
総
合
運
動
場
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
る
同
大
会
総

合
開
会
式
の
一
般
観
覧
者
を
募

集
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
同
委
員
会
事
務
局
（
4

０
９

５
２
・
25
・
７
３
３
５
）
へ
。

募
集
人
員
●
４
０
０
０
人

入
場
料
●
無
料

申
し
込
み
期
限
●
５
月
31
日

（
木
）市

で
は
愛
鳥
週
間
（
５
月
10

日
か
ら
同
16
日
）
中
の
日
曜
日

を
「
鳥
の
日
」
と
制
定
し
、
鳥

に
ち
な
ん
だ
催
し
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
バ
ー
ド
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
と
工
作
教
室
（
鳥
の

巣
箱
つ
く
り
）
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い

（
参
加
無
料
）。

と
　
き
●
５
月
13
日
（
日
）
午

前
７
時
〜

と
こ
ろ
●
と
り
ご
え
荘
、
河
内

ダ
ム
一
帯
（
河
内
町
）

定
　
員
●
40
人

そ
の
他
●
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
の
み
の
参
加
も
可
能
。
雨
天

時
は
工
作
教
室
の
み
行
い
ま
す

申
し
込
み
●
５
月
７
日
（
月
）

か
ら
電
話
で
農
林
課
（
4

85
・

３
５
６
３
）
へ
。
先
着
順

市政情報のスポットCM

水道の修繕

市への提言・意見

人のうごき

テレビ広報とす

今月の納税

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鳥
の
日
行
事
を
開
催

高
校
総
体
総
合
開
会
式

一
般
観
覧
者
を
募
集

陶
山
聰
生
誕
100
年
記
念
演
奏
会

第
28
回
佐
賀
県
東
部
合
唱
祭

バードウオッチング




